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（出所）日本百貨店協会「全国百貨店地区別・商品別売上高」
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 （出所）日本百貨店協会「全国百貨店地区別・商品別売上高」
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○３月の百貨店売上高は震災の反動から前年比＋14.1％と高い伸び 

３月の百貨店売上高（全国）は前年比＋14.1％（店舗数調整後）となった。前年３月の売上が震災によっ

て同▲14.7％と低迷したことの反動が出た形だ。 

当社試算の季節調整値（店舗数調整前）をみると、前月比▲1.0％と減少している。単月ではマイナスと

なったが、同季節調整値でみた１－３月期の売上は 10－12 月期対比で＋0.2％と前期比で小幅プラスとなっ

た。厳しい雇用・所得環境の中、百貨店売上高は一定の底堅さを保っていると判断されよう。 

 

○東北地方の売上や高額消費が好調 

品目別にみると、美術・宝飾・貴金属（前年比＋21.2％）の伸びが際立っている。同消費は前年を上回る

推移が続いており、好調が続いている。株高や円高修正といったマーケット環境の改善が、消費者マインド

に好影響を与えているものと考えられよう。 

地域別に見ると、東北が前年比＋46.3％と際立って伸びが大きい。昨年の震災の反動増の側面が大きいが、

それを差し引いても高い伸びが続いている。復興関連の消費が押し上げ要因となっているようだ。 

また、百貨店協会からは、①仙台地区では前年比＋170.5％と統計開始以来の最大の伸びを記録したこと、

②震災や原発事故の風評がやわらいだことから、訪日外国人の売上高・客数はともに大幅増となったことな

どが報告されている。 

 

○１－３月期の個人消費は高めの伸びに 

以上のように、百貨店売上高は均してみると比較的底堅い動きとなっている。また百貨店以外をみても、

エコカー政策の効果を背景に自動車販売も好調が続くなど、このところの個人消費は好調さが目立っている。
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これまでに発表された統計から判断する限り、１－３月期の個人消費は高い伸びが期待できそうだ。 

ただ、先行きに関しては不透明感が強い。本年夏のボーナスは減少が見込まれることに加え、ガソリンな

どの価格上昇が個人消費の下押し要因となる可能性がある。電気代値上げに関する報道の増加なども、マイ

ンドを冷やす一因となろう。このように、今後の個人消費にはマイナス要因も存在する。好調の持続性につ

いては慎重に見ておくべきであろう。 
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（出所）日本百貨店協会「全国百貨店地区別・商品別売上高」
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（出所）日本百貨店協会「全国百貨店地区別・商品別売上高」、日本経済新聞社「日本
経済新聞」
※（美術・宝飾・貴金属は店舗調整前）
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